
第10回（運用編） 

ライフサイクルに合わせた 
情報をお伝えいたします！ 

パソコンお役立ち情報 

運用 管理 

導入 廃棄 

『Windows7のバックアップについて』 

一度設定するだけで重要なデータを定期的にバックアップしてくれますので、これはオススメです。 

 

 

 最近のパソコンは安定していて以前に比べて故障も減ってきているのではないで
しょうか。 
しかし、突然の災害やハードディスクのクラッシュなど、いつトラブルが発生しても

慌てないように、重要なドキュメントや画像ファイルは必ず「バックアップ」をし
ておくことが重要です。 
 
 今回は、フォルダーの選択やスケジュールの設定など大幅に機能強化された
Windows7 の標準機能を使ったバックアップ方法についてご説明いたします。 

「バックアップの作成」または「バックアップと
復元」をクリックすると下記のように表示されま
すので、「バックアップの設定」をクリックしま
す。 

[ バックアップの設定] ボタンをクリックすると
[ バックアップを保存する場所の選択] 画面が表示
されますので、バックアップを保存するドライブ
を指定します。バックアップ先にはDVDなどの光
学式ドライブも指定できます。 

[ 次へ(N)>] ボタンをクリックすると[ バックアップ
の対象] の画面が表示されます。 

① 

② 

③ 

①コントロールパネルを開き 
「バックアップの作成」または 
「バックアップと復元」をクリック 

①コントロールパネルを開き 
「バックアップの作成」または 
「バックアップと復元」をクリック 

②「バックアップの設定」を 
クリック 

③バックアップ先のドライブを 
 指定し、「次へ（N)」をクリック 

重要なデータを選んでバックアップする方法 



「○○○のライブラリ」にチェックを付けるとデスクトップやマイ
ドキュメント、マイピクチャ等をまとめて指定する事が出来ます。 
また、「次のドライブのシステムイメージを含める」のチェックを
外すとバックアップしたいデータのみを素早くバックアップする事
が出来ます。 

「自動選択」にチェックし「次へ（N)」をクリック
するとWindows 自体までバックアップしてしまうた
めバックアップ用HDDの使用量と時間がかかります。 

標準では「毎週日曜日の19：00」となっています。 
そのため、毎日12：00からバックアップしたい場合は「スケジュールの変更」をクリックし、スケジュールを
「頻度：毎日」、「時刻：12：00」に設定し「OK」をクリックします。 
そうすると元の画面に戻りますので、「設定を保存してバックアップを実行（S)」をクリックします。 

右図のようにバックアップが始まりますので、
この画面は閉じてしまって構いません。 
 
今後設定したスケジュールに従いバックヤード
で動作しますので、意識することなく重要な
データをバックアップする事が出来ます！ 

⑤ 

⑥ 

④「自分で選択する」にチェックし、   
「次へ（N)」をクリック 

④ ⑤バックアップしたいフォルダーやファイ
ルを指定し「次へ（N)」をクリック 

⑥バックアップしたい時間を設定し、 
「設定を保存してバックアップを実行（S)」
をクリック 

さまざまなトラブルにより、重要なファイルやデータが消失してしまう可能性は“ゼロ“ではありません。 
もしものために、ぜひ大切なデータは定期的にバックアップをすることを強くお勧めいたします。 
 

     次号は『バックアップしたデータを復元する方法』をお伝えします！ 
 


